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C.R.マッ キ ン ト ッ シ ュ の 照 明 デ ザ イ ン
照明 におけ るモ ダ ンデザイ ンの変還(そ の1)
米　原　慶　子
1.は じ め に
　照明は建築空間において、大変重要 な要素である。太陽や月の ような自然光 と ともに、空間の
光環境 をつ くりだす基本 的な設備 であ り、空間 を光 と陰影 に分 かち、様 々な光の効 果で ドラマテ
ィックに演 出するこ とので きる装置で もある。 また、照明器具のデザ インは、イ ンテ リアデザイ
ンの質 を決 める上で、 きわめて存在感が大 きく、重要な造形要素であ る。今 日では、光の効果 と
造形的効果 の両面を検討 し、さまざまな照明 を自由に取捨選択 するこ とがで きるが、 このような
多様 な照明は、1879年にエジソンによって白熱電球が発明 され、電気 による照明が実用化 されて
以来可能になった ものであ り、 まだ120年あ まりの歴史 しかない。 それ は、近代建築 の歴 史 と重
な り、その間にさまざまな照 明デザ インが生み出され.、発展 して きた。近代建築史上 、重要な建
築家 たちは、照明 とい う課題 にどの ように取 り組み、 どの ような照明デザインを行 って きたのだ
ろうか。本論では、モ ダ ンデザイ ンの先駆的建築家であ り、 またち ょうど電気照 明の始 ま りの時
代 に活躍 した、イギ リスの建築家 、チ ャールズ ・レニー ・マ ッキ ン トッシュを取 り上 げ、その照
明デザ インの作 品事例 を紹介 し、その特徴お よび照明 とインテ リア との関係 について述べる。
　 チ ャールズ ・レニー ・マ ッキン トッシュに関する様々な研究 の中で、 これまで に特 に照明のみ
に着 目して まとめ られ た既存研究は見当た らないが、マ ッキ ン トッシュが どのような照明デザ イ
ンを行 ったかを知るには、様 々な資料 が残 されている。まず、建築作品についてであるが、マ ッ
キン トッシュの設計 した当時の姿 をよ く保存 している現存作 品がグラス ゴー周辺にい くつかあ り、
公開 されているもの も多い。彼の代表作であ る、グラスゴー美術大学 は、現在 も大学 の校舎 と し
て、ほ とん ど当時のまま使用 されている。家具 などもオ リジナルの もの を惜 しげ もな く備品 と し
て使用 してお り、照明 について も同様である。 また住宅の代 表作 であ るヒルハ ウスは 、ナシ ョナ
ル ・トラス トによって保存 ・公開 されてお り、 また彼の自邸の うち、1906年から1914年に住 んで
いたサ ウスパ ーク ・アヴェニューのテラスハ ウスは、1969年に解体 されたが、事前 によ く調査 さ
れ、グラス ゴー大学ハ ンタリアン ・アー ト・ギャラリいに再現 されている。また ウィロー ・テ ィ
ールームは、建築当時の姿 をよ くとどめなが ら現在 も営業 を続 けてお り、 もっともファッシ ョナ
ブルであった、20世紀初頭の社交の場 を疑似体験す る事がで きる。
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　また、マ ッキ ン トッシュが描 いた図面 は、ハ ンタリアン ・アー ト・ギャラリーなどに収蔵 され
てお り、照明器具 に関 しては、水彩で着色 された繊細な詳細 図面 も残 されている。 またグラスゴ
ー美術大学や ヒルハ ウスの建築図面 を見 ると、展 開図には家具や照明器具が一緒 に描 き込 まれて
お り、マ ッキ ン トッシュが照明器具 を どの ように配置 し、他 のエ レメ ン トとの関係 をどう考 えた
のか を知 る事がで きる。
　さ らに当時、マ ッキ ン トッシュの建築作 品 を写 した写真では、 トーマス ・アナンとい う写真家
によって撮影 された質の高 い ものが非常 に多 く残 されてお り、当時の照明が どの ような ものであ
ったか を知る事がで きる。
本稿 を書 くにあ たっては、2005年3月に現地調査 を行い、これ らの関連資料 を収集 した。
2.照明技術の近代化
　18世紀末に、それ まで数千年 にわたってほ とん ど変化のなかった照明技術が にわか に動 きをみ
せ る。産業革命 による需要の増加 を背景 に、1770年代 に展開されたラヴォワジェの燃焼 理論 をう
けて、 アルガ ンが灯油 ラ ンプを大 きく改 良 し、続いて19世紀初頭 には、ガス照明が発明 され、 ウ
ィンザ ーによって実用化 された。1820年代 にはイギ リスの大都市 では、ガス管が広範囲に敷設 さ
れ供給 される ようになってお り、産業用 の照 明、公共用の照明 を経 て、家庭用の照明 と して もガ
ス灯が広 く普及 していた。ただ、爆発の危険 や空気の汚染、すすによる室内の汚染 などの問題が
あ り、 また光が ぎらぎらして ちらつ き、 目が痛 くなるとい う理由か ら、住居の中で も、 もっぱら
くつ ろ ぎや娯楽 にあてた部屋か らは、ガス灯 を排除すべ きだとい う考 えが一般的であったよ うで
ある。 この ような場所 では蝋燭 が使われていたが、やがて1860年頃から登場 した石油ラ ンプが受
け入れ られ、19世紀 の後半、居室照明の最 たる もの となっていた。
　電気 による照明は、ユ9世紀初頭 に発明 されたアー ク灯か ら始 まった。アー ク灯 は、陽光 のよう
に明 る く、は じめて これを見た人 々は、夜 中に突然太陽が昇 ったのかと思 ったほ どであった。 し
か し、大掛 か りな装置が必要であったの と、この強力 な光は、その光力 を調節す ることがで きな
かったので、何十年 もの問、散発的 な実験 に とどま り、やがて、19世紀後半 になって実用化 され
てか らも、1場 、百貨店、駅のホール、建築現場、港湾施設 など、広々 とした場所で しか使 うこ
とはで きず、住居 などには明 るす ぎて使 えなかった。
　1879年にエジソンが炭素線 白熱球 を発明 し、その2年 律 のパ リの電気博覧会 で広 く公 開 された。
ク リーンで安定 した光 は、たち まち熱狂 的に受 け入 れ られた。1882年にロン ドンとニュー ヨーク
で最初の集申電力供給所が操業 を開始 し、 これ以降急速に、各都市で広 く電力が供給 され、電気
照明が普及 してい くこ とになる。
　照明の近代化 によって光力 を増 した光 は、光源 をシェー ドで覆 い、光 を拡散 させる工夫が必要
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になって きた。 アルガン式 ランプは、光源 をそれまでの詩情豊かな焔 から、 ぎらぎら した発光部
に変えたので、光源 は乳 白ガラスや白いモス リン製の傘 で覆 われた。石油 ランプでは、機械装置
の部分 とシェー ドやオイル タンク等 の装飾部分に分かれ、装飾部分 は芸術家の手 に委ね られ、 ガ
ラス、金属 、陶器などの様 々な装飾が加え られることになる。ガス灯 に も一般 に古風 な シャンデ
リアを模 した装飾が加 えられた。電灯の時代 に入 ると、シェー ドは 自由な造形対 象 として、 また
さまざまな光の効果 を考えて、多様 な ものが作 られる ようになってい く。
3.C.R.マ ッ キ ン ト ッ シ ュ に つ い て
　チ ャールズ ・レニー ・マ ッキン トッシュ(Charles　R nnze　Mackintosh,1868-192$)は、 868年、
英国ス コ ットラン ドの中心都市 グラス ゴーに生 まれた。エ ジソンが 白熱電球 を発明する数年前 の
ことである。彼 は16歳で建築家 を志 し、グラスゴーの建 築家 ジ ョン ・ハ ッチソ ンに弟子入 りし、
同時にグラスゴー美術大学の夜間部 に入学する。5年 後 にジ ョン ・ハ ニマ ン&ケ ペー事務所 に ド
ラフ トマ ンとして移籍 し、1902年にはパ ー トナーに加わった。その後1914年にロン ドンに移 り住
むまで在籍 し、個 人的 な活動 と事務所の組織的な活動 を両立 させ てい た。晩年の ロン ドン移住 以
降 につ くったわずかな作 品 も含め、初期 の徒弟期 間と学生時代 を除 けば、マ ッキン トッシュが実
際的に設計活動 を行 なったのは、1890年か ら1920年頃までの30年足 らずの間であ り、ほ とん どの
作品はグラスゴー とその周辺 に集 中 している。 当時 グラスゴーは大英帝国第2の 都市 として、造
船業や鉄鋼業 などの重工業 を中心 に繁栄を誇 っていた。技術 革新が 日々行 なわれ ていたモ ダンシ
ティであ り、また豊か な経済力 を背景に、19世紀末の芸術 が花 開いた都市 であった。
　マ ッキン トッシュは、一般 にイギ リスのアールヌーボーを代表す る建築家 として知 られてい る
が、その作風 は短期間の うちに、次々 と移 り変 わって行 った。は じめ は、アカデ ミックな建築教
育に基づ く古典主義様式 か ら出発 し、やがてアーツ ・ア ン ド・クラフツに傾倒、独特 の植物 的な
曲線 を多用 するテールヌーボーのスタイルを生 み出 し、次第に幾何 学性 の強い アールデコへ 、 さ
らにモ ダニズムの先駆け となる、機能性 を重視 したシンプルで抽象的 な造形へ と展 開 してい った。
また、彼は建築家であ りなが ら、同時 にイ ンテ リアデザ イナー、家具 ・照 明デザ イナー、テキス
タイルデザイナー、 さらにイラス トレー ター、アーテ ィス トとして、 オールラウン ドに才能 を発
揮 し、 トー タルデザ インの空間一 質の高い芸術性が満たす美的調和の空間を創造 した。
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4.マ ッキ ン トッ シ ュ の作 晶 と照 明
4-1　 初期のインテ リア
　 マ ッキ ン トッシュの実 作 の うち、初期 の1898年頃
まで の もの に は、建 築 と家 具 、照 明 を一括 して デザ
イ ン した もの は見 当 た らず 、 ハ ニマ ン&ケ ペ ー事 務
所 の ドラ フ トマ ン と して 、家 具 のデザ イ ンだ け を担
当 した もの が い くつか確 認 され てい る。 また1896年
に ミス ・ク ラ ンス トンの ため に マ ッキ ン トッシュが
行 な った最初 の仕事 で あ る ブキ ャナ ン ・ス トリー ト
の テ ィール ー ムの場 合 、 ミス ・ク ラ ンス トンは改 築
工事 の依 頼 をエ ジ ンバ ラの建 築家 ジ ョー ジ ・ワ シ ン
トン ・ブ ラ ウ ンに、装飾 と家 具 の取 り付 け につ い て
は、 家 具デ ザ イナー の ジ ョー ジ ・ウ ォル トンに依 頼
してい た。 ウ ォル トンか らの依 頼 か 、 ミス ・ク ラ ン
ス トンか らの依 頼 か はわ か って い ないが 、 ここで は
マ ッキ ン トッシ ュ は、お そ ら くプ ラ イベ ー トな仕事
と して、 ラ ンチ ョンル ーム 、ス モ ー カーズ ・ギ ャ ラ
リーの ス テ ンシル装 飾 とダイニ ングル ー ム な どの照
明器 具 の デザ イ ンを行 った と思 わ れ、 ドロ ーイ ング
が残 され てい る。(fig.1)。この1年 後 の ミス ・ク ラ
ンス トン所 有 の ア ーガ イル ・ス トリー トの テ ィール
ーム の仕事 で も、 ウ ォル トン とマ ッキ ン トッシュ は、
分担 して家 具 や装 飾 、照 明器 具 の デザ イ ンを手 が け
てい る。 ここで の数種 の照 明の 特徴 と して は、数 灯
の光源 を組 み 合 わせ た シ ャ ンデ リア タイプ で、金 属
製 の線 材 を曲線状 に加工 した フレー ム を もち、光 源
部 分 が む き出 しで あ る こ とが あ げ られ る。 た だ し、
ビ リヤ ー ドル ー ムの ビ リヤ ー ド台 の上 の 照 明 に は、
円錐 状 の シ ェ ー ドと球 状 の飾 りが 見 られ る(fig.2)。
fig.1　ブキ ャナ ン ・ス トリー トのデ ィールー ム、
ダイニ ング照明の ドmイ ング,　iii
fig.2　ア ー ガ イ ル ・ス ト リ ー トの テ ィ ー ル ー ム 、
ビ リ ヤ ー ドル ー ム,1897
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4-2 グ ラス ゴ ー美 術 大学(Giasg◎w　Scわod　of　A撹1897-99,1907-09年)
　1896年に、 グラスゴー美術大学は、新校舎の設計
コンペ を行い、27歳のマ ッキ ン トッシュが最優秀 に
選 ばれる。予算 の都合 によ り、工事 は第1期 と第2
期 に分け られ、第 ユ期の中央ホールか ら東側 ウ ィン
グは1897～99年、第2期 の図書館 を含む西側ウ ィン
グは1907～09年と、 コンペか ら15年あ まりの年月 を
かけて完成する。第1期 では植 物的な曲線 を多用す
るアール ・ヌーボーの造型言語が用い られているの
に対 し、第2期 では初期のオ リジナル案 から、その
後の新たな要求に即 し再デザ インが行われ、幾何学
的な装飾エ レメ ン トを多用す るアールデコの造型言
語へ と変化 している。照明器具のデザイ ンも同様 に、
アール ・ヌーボー的な曲線 を持つ もの と幾何学的 な
モチー フを持 つ ものの両方が見 られ る。
　 ここでは、第1期 工事の始 まる数年前 に電気配管
が敷設 され、最初か ら電気照 明が導入 されている。
予算が厳 しかったことか ら、照明器具のデザイ ンも
住宅作品に見 られるような凝 った細工の ものではな
く、 ご くシ ンプルであ りなが ら、わずかな装飾要素
によって、マ ッキン トッシュ らしいデザ インに して
いる ものが見 られる。fig.3は、正門上部 にアーチ を
かけ、その頂部 に光源 を仕込んだ外部照明であるが、
金属製の立方体 に、楕円状 の穴 をあけ、色 ガラスパ
ネルを填めた ものである。fig.4はエ ン トラ ンスホー
ルの照明であるが、反 曲線の笠型 にわずか に曲線状
の装飾要素 を付加 したシンプルな ものであ る。 ア ト
リエな どでは、当時の簡素 な工業製品のシェー ドを
用い、 コー ドを長 くたるませて、照明の位置 の移動
を容易にする工夫 をしているのがわかる(fig.5)。
　学長室では、建設当時は見 られず、おそ ら く第2
工期 に設置 されたものと思 われるが、立方体 の四隅
fig.5　ア トリエの照明、 グラスゴー美術大学 、
..
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を四角 くくり抜いた金属製ペ ンダン トと、
同型のブラケ ッ トによって照明 している
(行9.6)。
　第2工 期 の図書室では、吹 き抜 けの中
央に、真鍮 と亜鉛 の板 に多数の幾何学図
形の四角形や楕 円形 の穴 を打 ち抜 き、色
ガラス をはめた、幾何学的モチーフの照
明器具が、大小13灯つ り下げ られ、重要
な装飾要素 の1つ にな ってい る。 また、
マ ッキ ン トッシュは1階 のボー ドルーム
を最 も重厚 な古典主義的様式 に改装 した
が、 ここでの照明は、9灯 の半球型シェ
ー ドと円環状の アイアンワー クの フレー
ムを組み合わせた ものとしてお り、半球
型 シェー ドには葉の模様が小 さな穴のパ
ンチ ング模様で施 されている。簡素 なつ
くりであ りなが ら、華やかな雰囲気が演
出 されている(fig.8)。
4-3　 マ ッキ ン トッシ ュ 自邸
fig.6学長室の ペ ンダン ト、グ　fig.7　図書室のペ ンダン ト、
ラスゴー美術大学S1904　　 　　グラスゴー美術大学,1909
　マ ッキン}・ッシュは1900年にマーガ レッ ト ・マク
ドナル ドと結婚 し、新居 をメイ ンズ ・ス トリー トの
テラスハ ウスに構 える。彼 らはその室内 を改装 し、
ヴィク トリア調 とEI本風 を掛け合 わせたような、 シ
ンプルで白い、独創 的な空 閥を演 出 していた。 この
自邸の インテ リアは、当時最 もファッショナブルな
美術雑誌 であ った 「ステユデ ィオ」誌 に発表 された。
その中の リビングルームの写真 を見ると、銀 メッキ
された金属製の4灯 で1組 になったペ ンダン トが 吊
り下げ られている。四角柱 の部分 に葉の模様 が くり
抜かれ、鉛枠 に青 と紫の色 ガラスがはめ られてお り、
その上部 に薄い半球型のシェー ドが組み合わされて
fig.9　自 邸 リ ビ ン グ ル ー ム の ペ ン ダ ン ト(高 さ
16.5cm×直 径34.9cm),・!i
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い る。取 付 部分 や天 井 に巡 らされた 配管 か ら、 ガス灯 で あ った こ
とが わ か る。 シ ェー ドの取 り付 け高 さは、室 内 に巡 らされた付 け
長 押 の高 さに揃 え られ てお り、 そ こに はめ られ て い る四角 い タイ
ルや 家具 の ガ ラスパ ネルの 植物 文様 とペ ン ダン トの 文様 が 呼応 し、
全体 的 にア ー ルヌ ーボ ーの 女性 的 で繊細 な イ ンテ リアが作 り上 げ
られ てい る。 ダ イニ ングル ー ムで は、付 け柱 に優 美 な キ ャ ン ドル
用 の ブ ラケ ッ トが 取 り付 け られた。
　 その後 、彼 らは1906年にサ ウスパ.___ク・ア ヴzニ ュ ーの3層 の
テ ラ ス ・ハ ウス に移 るが 、家 具 や暖炉 は、 メイ ンズ ・ス トリー ト
か ら移 され た もの も使 わ れ てい た。 そ の後 、19ユ4年にマ ッキ ン ト
ッシ ュ夫 妻 が グラス ゴー を去 り、 ロ ン ドンに移 るまで住 ん だ この
家 は、や が て人 手 に渡 り、1963年に取 り壊 されたが 、 そ の前 に詳
細 な調 査 が行 わ れ 、現在 グ ラス ゴー大 学 内 に あるハ ン タ リア ン ・
アー ト ・ギ ャラリーの中に再現 され、公 開 されてい
る。ここでは、2種 類 の照明器具が使われているこ
とが わかる。1つ は、メインズ ・ス トリー トで使 わ
れていたの とシェー ドが 同 じ形の タイプであるが、
取 り付け部分か ら、電灯であったこ とがわか る。 こ
の タイプの照明が1灯 ずつ使 われている ところ と、
4灯 を1組 にま とめて使 われ てい る ところが あ り、
この住宅 の主要 な部屋の照明 は、すべ てこの タイプ
の照明器具が使われている。 また、同 タイプ及びバ
リエーシ ョンは、 ウィンデ ィ ・ヒルやヒル ・ハ ウス、
イングラム ・ス トリー トのテ ィールームで も使 われ
てお り、マ ッキ ン トッシュが標準的な照明のデザイ
ンと考 えていたのではないか と思われる。
　 自邸 に見 られる もうユつの タイプの照 明器具 は、
玄関ホールの両側の付 け柱 に4灯 取 り付 け られたブ
ラケ ッ トであ り、笠型 のシェー ドにピンクの水滴型
のガラスパ ネルを3枚 吊 り下げ、壁側に金属製の反
射板 を持つ形 の ものである。 これ らによって黒茶色
に押 さえ られた空間に華やか さを演出 している。
fig.10玄関 ホ ー ル の 照 明 、 サ
ウ ス パ ー ク ・ア ヴ ェ ニ ュ ー の 自
邸,・1・
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4-4　 ウ ィンデ ィ ヒル(WindyhilO)
　マ ッキ ン トッシュは1900年頃、グラスゴー郊外 の閑静 な住宅地
キルマ コルムにてウィンデ ィヒル と名付 けられた住宅 を設計する。
ここでは、これまで より念入 りに照明器具がデザ インされた。ホ
ールの ガス灯はガラスでで きたシンプルな四角形 をしてお り、2
つ を一組 として取 り付 けられている(fig.11)。ドローイ ングルー
ムでは、金属製のフレームにバ ラのモチーフのステン ドグラスを
はめ、 ド部にガラス玉の飾 りを吊 り下げた大振 りな照明が、キモ
ノ型のキャビネッ トと呼応するような位置2カ 所 と、その反対側
2カ所の天井 に取 り付 け られている。 またホールか ら2階 へ上が
る階段 の踊 り場 には、四角い金属板 に葉の模様 を打 ち抜 き、 ピン
ク色のガラスパ ネルをはめ、円形の縁 に半球状のキャン ドルス タ
ン ドが8個 組み合わされた ものをつけた、凝 ったデザ インのペ ン
ダン トが取 り付 けられている。 これ も非常に大振 りなサイズの も
のである。現在、 ウィンデ ィヒルにあるのは複製品であ り、 オリ
ジナルは以前 の所有者 によってグラス ゴー美術大学 に寄贈 され、
大学 のマ ッキン トッシュ ・ルーム と名付 けられた会議室で使 われ
ている。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 置5　　で
　　　　　　　　灘難
欝 灘1灘1灘羅
fiig.13　階段踊 り場 のペ ンダ ン
ト、 ウィンデ ィヒル,1901
4-5　 ウ ィ ロ ー ・テ ィー ル ー ム(Wilbw　Tea　R◎oms)
　マ ッキ ンi¥ッシュが ミス ・クラ ンス トンの た め にデザ イン した
4軒 の テ ィー ルー ムの 中で も、最 も優 雅 な ウ ィロー ・テ ィー ル ー
ム は、190年 に開店 した。
　 申で も最 も重 要 な部屋 であ る ル ーム ・デ ラ ックス は、柳 をモ チ
ー フに したス テ ン ドグ ラス と、 シルバ ー にペ イン トされ たハ イバ
ックチ ェアが特 徴 的 な イ ンテ リアで あ るが 、天 井 は、 か まぼ こ型
を してお り、 マ ッキ ン トッシ ュは こ こに、彼 の照 明の 中で、 最 も
凝 った デザ イ ンの ク リス タル ・シ ャ ンデ リア(fig.14)を設 置 し
た。 しか しこれ は現存 して お らず 、現在 は再現 され てい るが、彼
の 自邸 と同 じタイ プの4灯1組 にな ったペ ンダ ン トが 取 り付 け ら
れて い る。 また吹 き抜 けの ギ ャラ リー におい て は、先 に行 くほ ど
fig.14　ク リ ス タ ル ・ シ ヤ ン デ
リ ア 、 ウ ィ 日 一 ・テ ィ ー ル ー
ム,1903
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細 くな った 白い柱 が 、天 井 を支 えて い るが 、マ ッキ ン トッシュ は、
この柱 頭 に4灯 の照 明 を あ しらって い る。 この シェ ー ドは乳 白 ガ
ラス製 で あ り、工 業 製 品 を利 用 した もの で は ない か と思 われ るが 、
は っ き りとはわ か らない。
4-6　 ヒル ・ハ ウ ス(Hill　r,n.)
　 ヒル ・ハ ウスは、グラスゴー郊外 のヘ レンズバ ラとい う美 しい
田園景観 を持つ住宅地の小高い丘の 上に建 つ、マ ッキン トッシュ
の代表作であ り、1902年から1904年にかけてつ くられた20世紀初
頭のモ ダン住宅 を代表する名作である。外観的 には、 スコ ッ トラ
ン ド地方の民家様式であるスコティッシュバ ロニアル様式が特徴
となっているが、 インテ リアは、壁面のステ ンシル装飾 、カーテ
ン、カーペ ッ ト、家具、照明などが トータルにデザ インされ、完
壁 なまで に芸術性が満たされた美的調和の空間が実現 されている。
照明器具は、 シ　 t)ングライ ト、ペ ンダン ト、ブラケ ット、ス タ
ン ドと形式 も豊富で、各部屋 のインテ リアに合わせ、密度高 くデ
ザ インされた ものが見 られる。
　エ ン トランスホールは黒茶色 を基調 とした インテ リアで、 ドア
や窓の上の高 さで付け長押が まわされているが、天井 に取 り付 け
られた照明器具の下端の高 さは、 この付け長押の上端 に一致 して
いる。四角形の真鍮の フラ ッ トバーの組子 の下段 には淡いピンク
色のガラスが はめ られ、中段部 には、円形の濃い ピンクのガラス
パ ネルが取 り付け られている(fig.16)。建設当初 は、ガス灯 であ
ったため、上部が開放 された形 になっている。エ ン トランスホー
ルに続 く階段ホールでは、垂直方向 に円形のフ レームを持つキ ャ
ン ドルスタン ドが取 り付 け られている(fig.17)。
　 ドローイングルームでは、全体 に白を基調 どした インテ リアに
なってお り、壁面には、 ピンクのバ ラとス トライプのモチーフの
ステ ンシル装飾が施 されている。 この壁面のバ ラの模様 に合わせ
た高 さに、金属の四角いフ レームの下半分に ピンクのバラの模様
のステ ン ドグラス をはめ込 んだブラケ ッ トが取 り付 けられている
(fig.玉8)。この照明器具の壁面取 り付 け部は、楕 円形 に楕 円の穴
fig.16　エ ン トラ ン ス ホ ー ル の
シ ー リ ン グ ラ イ ト、 ヒ ル ・ハ ウ
ス,1903
fig.17　17階段 ホ ー ル の 照 明 、ヒ
ル 。ハ ウ ス,1903
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が あ い た、 オ ー ガニ ックな形 の金属
板 にな って い る。 また、 この部 屋 に
は、 や は りバ ラの モチ ー フの シェー
ドを もつ ス タ ン ドが 置 か れ て い る
(fi;.19)。こ の シ ェ ー ドは、 白色 の
絹 に、絹 製 組 み紐 ・リボ ン ・ガ ラス
ビーズ をア ップ リケ して作 られ てお
り、マ ッキ ン トッシュが デザ イ ン し、
マ ッキ ン トッシュの妻 のマ ー ガ レ ッ
トが制作 した と考 え られて い る。支
柱 部 分 は、 セ イ ヨウ カジ カエ デで無
色 の ニス が塗 られ、 装飾 的 な正 方形
の モ チ ー フの幾何 学 的装 飾 が施 され
てい る。 この ドロー イ ングル ーム の
2種 類 の 照 明が1905年頃 に遣 かれ る
まで の 間、建 設 当初 の1903年か ら取
り付 け られ てい た の は、 四角 に 円形
の輪 のつ い た金 属 製 の フ レー ム に 、
一 部格 子 状 の ステ ン ドグラス をはめ
た シ ー リ ン グ ラ イ トで あ っ た が
(fig.20)、これ は マ ッキ ン トッ シ ュ
が影 響 を受 け た と考 え られ て い る 、
日本風 の デザ イ ンにな って い る。
　 ダイニ ングル ーム は、付 け長押 の
fig.21　ダ イ ニ ン グ ル ー ム の ペ
ン ダ ン ト、 ヒ ル ・ハ ウ ス,
fig.20　建 設当初 の ドmイ ン
グルー ムの シー リングライ ト、
ヒル ・ハウス,1903
下部 に黒 茶 色 の羽 目板 をは め た イ ンテ リアで 、 テー ブ ルの上 部 に、金属 製 の 四角 い フ レー ム に ピ
ンク色 の幾何 学 模様 の ステ ン ドグラ スが はめ られ、 ヒ部 に長 方形 の金属 板 に丸 い穴 が二 つ あい た
傘 を組 み合 わせ たペ ンダ ン トが 吊 り下 げ られ て い る(fig.21.)。ま た、壁 面 に飾 られ た絵 の 両 サ イ
ドには、金 属 製 の四 角 い筒型 の フ レーム の下 半分 に ガラス をはめ た ブ ラケ ッ トが 取 り付 け られて
い る。
　 メイ ン ・ベ ッ ドルー ム は、 白 を基 調 とす る イ ンテ リアで 、家 具 や建 具 に小 さい四 角形 を並 べ た
装 飾 が特徴 的で あ るが 、姿 見 の前 に は、 金属 製 の組 子 に、細 い円環 状 の装 飾 を付 加 し、_:1(」r-]にす
りガラ ス をはめ た特 異 な プ ロポ ー シ ョンの シー リ ング ライ トが 取 り付 け られて い る(fig.22)。ま
た、 ベ ッ ドサ イ ドの壁面 には 、四 角 い筒型 の ブ ラケ ッ トが 取 り付 け られ て い る。
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4-7　 バ セ ッ ト ・mク 邸(ダ ー ンゲ イ ト78番地)
　 マ ッキ ン トッシュ は第1次 世 界 大 戦 の影響 もあ っ て、仕 事の 依
頼 が 減 り、ユ914年、 グ ラス ゴー を去 っ て1年 の後 に ロ ン ドンに移
住 し、 そ こで バ セ ッ ト ・ロー ク氏 か らノー ザ ンプ トンの 中心 地 、
ダー ンゲ イ ト78番地 にあ る小 さな テ ラスハ ウスの改 築 の依 頼 を受
けた 。 こ こでマ ッキ ン トッシ ュは、彼 の最 後期 の作 品 を作 る こ と
に なるが 、 そ のデ ザ イ ンは、 そ れ まで の もの か ら飛 躍 的 な変 化 を
見 せ る 。
　 191G年にデザ イ ンされ た ホー ルの イ ンテ リア は、黒 い格 子 状 の
階段 の 目隠 しス ク リー ン と、黒 地 に黄色 と赤 の三 角形 の モ チ ー フ
の ス テ ンシル が施 され てお り、家 具 はすべ て黒 に塗 られ て い た。
そ こ には メ タル フ レーム に壁 面 と同 じ三角 形 のモ チ ー フの ア ップ
リケ を施 した絹 地 の シ ェー ドを もつ ス タ ン ドライ トが置 か れ てい
た(fig,23)。この ス タ ン ドの支 柱 部分 は、 クル ミ材 で で きてお り、
緑 色 の ペ ンキ が塗 られ てい た。 この色 は 、 ホー ル に麗 かれ た2人
掛 けの いす の座 に張 られ た布 地 と同 じ色 で ある。
　 また1919年に デザ イ ンされ た客用 寝 室 は 、 ツイ ンベ ッ ドの頭 部
にあ た る壁 面 を黒 と白、 ウル トラマ リ ンブ ルー の ス トライ プの壁
紙が 張 られ、 ベ ッ ドカバ ー も これ に合 わせ てデザ イ ン され た大 胆
な もので あ る。2つ のベ ッ ドのヘ ッ ド上部 には 、 ブル ーの絹 地 張
りの シェー ドにガ ラス玉 の飾 りの つ いた ペ ンダ ン トが 吊 られ てい
る(fig.24)。この イ ンテ リア は、現 在 ハ ン タ リア ン ・アー ト ・ギ
ャ ラ リー に保 存 されて い る。
fig.23　ホ ー ル の ス タ ン ド ラ イ
ト、 バ セ ッ ト ・ロ ー ク 邸,1916
5.ま とめ と考察
　 以上 、ほぼ年代順 にマ ッキン トッシュの主要 な建築作 品における照 明デザ インを見 て きたが、
最後 に彼の照明デザ インに見 られ る特徴 を、形式 ・形態、素材 ・工法、 インテリアとの関係 など
の視点か らまとめたい と思 う。
(1)形式 ・形態、素材 ・工法の特徴
・形式的 にはペ ンダン ト、シー リングライ ト、ブラケ ット、 スタン ドが見 られ、ペ ンダン トでは
　 多灯 を組み合わせ た ものが特徴的である。
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・基本 的に直接照 明であ り、間接照明や埋 め込み照 明はほとん どない判。
・全体 の形 は、半球型の シェー ドを基本 とす るタイプもあるが、四角形 を基本 とするタイプが多
　 く、両者 の組み合 わせな どもあ り、断面的 には上下で異 なる形 を組み合わせ たものが特徴 的で
　 ある。
・光源 はガス灯 か ら電灯へ の過渡期 であ り、同一の形態 をガス灯 、電灯の両方 に適用 している場
　 合が多 い。上部が開放 されたタイプの シェー ドは、ガスの排気 を考慮 しての形態 と思 われる。
・装飾 要素 として、葉 、バ ラなどの有機 的モチーフお よび正方形、円、楕円,三 角形な どの幾何
　 学モチー フを基本形態 に付加 したものが多 く見 られる。
・金属板 に模様の穴 をあけた もの、金属 の線材 に よるフ レーム(曲 線、直線)、ステ ン ドグ ラス
　 などを用 いたものが多 く、絹製 のシェー ドもある。いず れもハ ン ドメイ ドの簡素なつ くりであ
　 り、高度 な職人技の必 要な ものは見 られ ない*2。
・金属、 ガラス とも鋳型の使用 はおそ らく見 られない*3。
・色彩的 には、色 ガラスの使用 などによって特徴づけ られてお り、 ピンクの使用 が最 も多 く、他
　 には青、紫、緑が見 られる。
・ガラス玉 を装飾 に使 ってい る ものが見 られる。
・マッキ ン トッシュ独 自のデザイ ンのものだけでな く、工業製品の照明器具 も必要 に応 じて使用
　 している。
② インテ リア との関係
・マ ッキ ン トッシュは、展 開図に照明器具 も描 き込 んでお り、取 り付 け位置は、付 け長押 などの
　造作 や、家具 と中心 を合 わせ る とい うような位置関係で決め られているのがわかる。
・照 明器具の装飾様式 は、周 囲 との連続性 を考 えて決め られてお り、 とりわけインテリアの中で
　 も装飾密度 の高 い、重要 な部分 と して位置づ けられている と思われる。
・イ ンテ リアの色彩 は、白または黒茶色 を基調 とし、ポイ ン ト的に ピンク等の アクセ ン トカラー
　 を用 いている ものが多 いが、照 明器具にアクセ ン トカラーを用 いてい ることが多い。最後期の
　作品で は、 より大胆 な色使 いになってお り、照明の色彩 もそれに伴 った ものになっている。
・マ ッキン トッシュのイ ンテ リアが、植物的な曲線 を多用す るアールヌーボー的 なものか ら、次
　第 に幾何学的要素 を多用 す るアールデコ的な ものに移 り変わってい くのに応 じ、照明のデザイ
　 ンも後期 になるほ ど、幾何学的要素が強 くなっている。
　以上 、マ ッキ ン トッシュの主要な建築作品にお ける主要な照明 につ いて述べて きたが、ガス灯
か ら電灯への過渡期 にマ ッキ ン トッシュによって デザインされ、その後国際的に も近代 デザ イン
史にお いて重要な影響 を及 ぼ していった と思 われ る照明の主 な特徴 については、本論 で把握する
こ とがで きたので はないか と思 う。
一94一
脚 注
*1　ウ ィロ ー ・テ ィ.__.ルーム には現 在 壁 面 に埋 め込 まれ た照 明 が あ るが 、 マ ッキ ン トッシュ に よ
　 　 る ものか ど うか は不 明。
串2照 明制作 の発 注先 はANDREW　Huchsonなどで あ り
、ハ ン タリ ア ン ・アー ト ・ギ ャラ リー に
　 　発 注 書 が保 存 され てい る。
*3　同時代 の ヴ ィ ク トル ・オ ル タや エ ク トル ・ギ マ ール に は、鋳 型 の使用 に よる と思 わ れ るガ ラ
　 　 ス シ ェー ドや メ タル ワー クを用 い た照 明 が あ り、 この 点 が大 きな相 違 であ る。
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